
早いもので、令和７年がスタートしてからひと月が経ちました。冬休みの後、１月14
日から学校が始まっておりますが、冬休み中、子どもたちは早寝・早起きをしたり、ご

家庭で決めたゲームをする時間の約束を守ったりするなど、規則正しく過ごそうと心が
けた様子がうかがえました。年末年始を挟んだ長い期間でしたが、子どもたちが安全に

楽しく過ごせたことについて、保護者や地域の皆様の見届けとご協力に心より感謝申し
上げます。

冬休み後の２週間あまり、子どもたちは、雪が積もったときには外で雪遊びをしたり、
体育館ではドッジボールをしたり、プレイルームや教室ではけん玉の技に磨きをかけた
りするなど、思い思いの楽しみを見つけて過ごしております。このところ、インフルエ
ンザや風邪などで体調を崩す子どもが増え、心配しております。これからも寒さが続き
ますので、学校では活動後の手洗いの徹底など、感染予防対策を続けてまいります。ご
家庭や地域の皆様もお気を付けてお過ごしください。
これから先、３月の卒業式と修了式までの間は、締めくくりと次への準備のための大

切な時間になります。冬休み前の集会で、私は子どもたちに「段差の低い階段は上がり
やすい」ということになぞらえて、目標に向かって自分ができることを少しずつ増やし
ながら、一段ずつ階段を上がって行くように、自分を高めていくことの大切さについて
話しました。
各学年の一年を締めくくるこの時期、一人一人の子どもの成長を、新鮮な目で改めて

捉えていくことが必要だと考えます。ご家庭等におかれましても、以前よりもよくなっ
てきたお子さんの様子について積極的に認め、ほめる言葉を掛けてくだされば有り難い

と思います。こうすることで、子どもの心の中では、“次の階段を上がってみよう”とい
う気持ちが高まるのではないかと思っております。

○み未来を見つめ ○さ 支え合い、磨き合い ○と 共に高まる 美里っ子
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御覧いただき、子どもたちの活動を応援してくだされば嬉しく思います。

昨年12月に、今年度の学校の取組等について保護者の皆様のご意見をうかがうため、
アンケートを実施いたしました。お忙しい時期だったにもかかわらず、建設的なご意
見や励みになるコメントなどをたくさんいただくことができました。
おかげをもちまして、これまでの取組を見直す視点を得ることにつな
がりました。心がけなければならないことや改善が必要なことは、来
年度の取組や行事等の運営に生かしてまいりたいと考えております。

保護者の皆様、アンケートへのご協力ありがとうございました



☆ 美里っ子の活躍 ☆ 武道では日頃の鍛錬の成果を、芸術面では感性の高さを発揮しました。

第44回湖竜旗争奪少年剣道大会（11月23日）

第３位（団体戦高学年の部） なまはげ剣道スポーツ少年団

〔美里小メンバー〕 ◯◯◯◯さん(5年)

男鹿潟上南秋児童生徒書き初め展（１月７日）

毛筆 銀賞 ◯◯◯◯さん(3年)、 ◯◯◯◯さん(4年)

銅賞 ◯◯◯◯さん(1年)、 ◯◯◯◯さん(3年)、 ◯◯◯◯さん(3年)、
◯◯◯◯さん(3年)、 ◯◯◯◯さん(4年)、 ◯◯◯◯さん(4年)、
◯◯◯◯さん(4年)、 ◯◯◯◯さん(5年)、 ◯◯◯◯さん(5年)、
◯◯◯◯さん(6年)

入選 ◯◯◯◯さん(2年）、 ◯◯◯◯さん(2年)、 ◯◯◯◯さん(2年)、
◯◯◯◯さん(2年)、 ◯◯◯◯さん(3年)、 ◯◯◯◯さん(3年)
◯◯◯◯さん(4年)、 ◯◯◯◯さん(5年)、 ◯◯◯◯さん(5年)
◯◯◯◯さん(5年)、 ◯◯◯◯さん(5年)、 ◯◯◯◯さん(6年)、
◯◯◯◯さん(6年)、 ◯◯◯◯さん(6年)、 ◯◯◯◯さん(6年)、
◯◯◯◯さん(6年)、 ◯◯◯◯さん(6年)

第65回秋田県児童生徒美術展（１月８日）

入賞 ◯◯◯◯さん(2年)、 ◯◯◯◯さん(3年) ◯◯◯◯さん(4年)

佳作 ◯◯◯◯さん(1年)、 ◯◯◯◯さん(1年)、 ◯◯◯◯さん(2年)、
◯◯◯◯さん(3年)、 ◯◯◯◯さん(4年)、 ◯◯◯◯さん(5年)、
◯◯◯◯さん(5年)、 ◯◯◯◯さん(6年)、 ◯◯◯◯さん(6年)

昨年12月上旬に、県内の小学校４～６年生を対象に「学習状況調査」が行われ、本校の子どもた
ちも参加しました。内容は、国語、社会、算数、理科の各教科の調査と、学習の意欲等に関する質
問でしたが、その一部に、各教科の学習が好きかどうかを尋ねる質問がありました。本校の４～６
年生が、「大好き」又は「好き」と回答した割合は次のとおりです。

大好き（％） 好き（％） 「選んだ理由」で最も多かったもの
国語 ３７．５ ５９．４ 分かりやすい
社会 ５９．４ ３４．４ 将来、社会に出たときに役立つ
算数 ５６．３ ３４．４ 生活の中で役立つ
理科 ６５．６ ３１．３ 内容に興味がある
音楽 ６２．５ ３４．４ 生活の中で役立つ
図工 ７５．０ ２１．９ 生活の中で役立つ
家庭 ※５・６年生 ７８．９ ２１．１ 生活の中で役立つ
体育 ７８．１ １５．６ 内容に興味がある、生活の中で役立つ
外国語・外国語活動 ６５．６ ３１．３ 生活の中で役立つ

結果の特徴として、いずれの教科も「大好き・好き」と回答した割合が高いことが分かります。
また、「大好き・好き」を選んだ理由について、それぞれの教科を学習する意味を子どもたちなり
に捉えている様子がうかがえます。これからも、学習内容はもちろん、その教科を学ぶ意義につい
て、授業を通して実感できるように努めます。

子どもたちが好きな教科は、何でしょう


